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観覧無料 

企　画：松江 李穂 
協　力：LEESAYA 
助　成：公益財団法人 朝日新聞文化財団 

髙橋 銑 

1992年、東京都に生まれる。2021年、東京藝術大学大学院
美術研究科彫刻専攻修士課程修了。近現代彫刻の保存修復に携
わりながら、自身もアーティストとして作品制作を行う。保存
修復の知識や経験を起点とし、彫刻、映像、インスタレーショ
ンなど多岐にわたる作品を展開している。  

近年の主な展覧会 
2019 「生きられた庭」京都府立植物園  
2020 「余白／Marginalia」SNOW Contemporary、東京 
         「In a Grove」LEESAYA、東京 
　　　  個展「二羽のウサギ／Between two stools」The 
           5th Floor、東京 
　　　「Sustainable Sculpture」駒込倉庫、東京 
2021   個展「CAST AND ROT」LEESAYA、東京 
　　　「一歩離れて／A Step Away From Them」  
　　　  ギャラリー無量、富山  
2022 

埼玉県立近代美術館が2016年度に開始した新しいプログラム
です。2003年にMOMASコレクション（収蔵品展）の枠内で
立ち上げた、収蔵作家による「アーティスト・プロジェクト」
を、コレクションから独立した企画へと発展させました。収蔵
作家という制約にとらわれず、活躍中のアーティストを紹介し
ます。 
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2F 展示室D

E VB1F センター・ホール
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 2F  展示室D 

  1  Cast and Rot No.1 
      2019 
      ニンジン、Hi-mic1080、リグロイン、石灰硫黄合剤、木、ステンレス 
      Carrot, Hi-mic1080, ligroin, lime sulfur, wood, stainless steel 

  2  Cast and Rot No.36 
      2022 
      ニンジン、Hi-mic1080、リグロイン、石灰硫黄合剤、木、鉄、真鍮 
      Carrot, Hi-mic1080, ligroin, lime sulfur, wood, steel, brass 

  3  Cast and Rot No.37 
      2022 
      ニンジン、Hi-mic1080、リグロイン、石灰硫黄合剤、鉄、ゴム 
      Carrot, Hi-mic1080, ligroin, lime sulfur, steel, rubber 

  4  Cast and Rot No.25 
      2022 
      ニンジン、Hi-mic1080、リグロイン、石灰硫黄合剤、木、真鍮、石 
      Carrot, Hi-mic1080, ligroin, lime sulfur, wood, brass, stone 

  5  Cast and Rot No.38 
      2022 
      ニンジン、Hi-mic1080、リグロイン、石灰硫黄合剤、木、鉄、真鍮 
      Carrot, Hi-mic1080, ligroin, lime sulfur, wood, steel, brass 

  6  Cast and Rot No.32 
      2022 
      ニンジン、Hi-mic1080、リグロイン、石灰硫黄合剤、木、真鍮 
      Carrot, Hi-mic1080, ligroin, lime sulfur, wood, brass 

  7  Cast and Rot No.31 
      2022 
      ニンジン、Hi-mic1080、リグロイン、石灰硫黄合剤、木、鉄、真鍮 
      Carrot, Hi-mic1080, ligroin, lime sulfur, wood, steel, brass 

  8  Cast and Rot No.2 
      2020 
      ニンジン、Hi-mic1080、リグロイン、石灰硫黄合剤、木、鉄、ステ 
      ンレス 
      Carrot, Hi-mic1080, ligroin, lime sulfur, wood, steel, stainless  
      steel 

  9  Cast and Rot No.33 
      2022 
      ニンジン、Hi-mic1080、リグロイン、石灰硫黄合剤、木、鉄、塩化 
      ビニル 
      Carrot, Hi-mic1080, ligroin, lime sulfur, wood, steel, vinyl 
      chloride 

10  Cast and Rot No.29 
      2022 
      ニンジン、Hi-mic1080、リグロイン、石灰硫黄合剤、ステンレス、大 
      理石 
      Carrot, Hi-mic1080, ligroin, lime sulfur, stainless steel, marble 

11  Cast and Rot No.27 
      2022 
      ニンジン、Hi-mic1080、リグロイン、石灰硫黄合剤、木、ステンレス 
      Carrot, Hi-mic1080, ligroin, lime sulfur, wood, stainless steel 

B1F センター・ホール 

12  Twins 
      2022 
      木、鉄、ステンレス、電動ホイストクレーン 
      Wood, steel, stainless steel, hoist crane 

      ※モーターで上下に動く作品です。稼働時間は館内掲示にてご案内します。 

開催にあたって 

       作品に手を触れないでください。 

       新型コロナウイルス感染症対策のため、入場制限をさせ 
       ていただく場合がございます。 

写真撮影について 

- 2階展示室Dの作品は、写真撮影が可能です。 
- 地下1階センター・ホールの作品は、写真、動画の撮影が可
能です。 
- フラッシュ、三脚、自撮り棒は使用できません。 
- 作品の安全と他の鑑賞者の妨げにならないようご協力くだ
さい。 

写真・動画の利用については、下記の点にご注意ください。 

- 営利目的にはご利用できません。  
- 撮影した写真や動画をブログや写真共有サービスなどに利
用する場合は、作家名、作品名を記載してください。 
- 人物が写っている場合、その写真の公表にあたっては写り
込んだ方の肖像権に触れる場合がありますので、ご注意く
ださい。 
- 作品の写真に変更を加えることはできません。 
- ご利用の際は利用者の責任においてお願いいたします。当館
は一切の責任を負いません。

「アーティスト・プロジェクト#2.0」とは 

「Rebuilding」染の里おちあい二葉苑、BaBaBa、東京
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せる。デュシャンの「大ガラス」は、作品下部が「独
身者」、上部が「花嫁」に分かれており、決して交わ
ることはない両者の間では互いに対する欲望のエネル
ギーが永久機関のように循環し続けている。このよう
な独身者の機械と呼ばれる存在は、生物的な生産に関
与しない逸脱した存在であるがゆえに、既存の価値観
や概念を揺さぶり、私たちの精神に働きかけることが
できると考えられてきた。無論、先程指摘したように
《Twins》に雌雄は存在しない。 

よってデュシャンの作品と異なり、《Twins》の欲望と
は無性生殖の欲望、すなわち分裂であると捉えられ
る。そしてまさに死と再生を繰り返す上下運動こそ
が、互いの繋がれた手を切り離し分裂しようとする二
体の欲望によって駆動されているのだ。そうした点に
おいて、《Twins》もまた私たちの生や死に対する想像
力を掻き立てる独身者の機械の一つであるといえるだ
ろう。 

本展覧会のタイトル「いき、またいきるまで」とは、
作品の生を安易に死というピリオドで終わらせること
を拒む髙橋の態度を示している。本展に出品されてい
る「Cast and Rot」シリーズも《Twins》も、保留さ
れた死や繰り返される死など、作品の中に死のイメー
ジが与えられている。しかし同時に、その死のイメー
ジこそが作品の生そのものと直接的に結びついてい
る。そのように生と死は簡単に切り離して考えること
はできない、かついずれ全ての作品も不可逆的に朽ち
果て、二度と作品には戻らない単なる素材や物質に還
元されてしまうだろう。けれど永遠の消滅まで時間は
ある。私たちにはまだ、死を（そして同時に生を）想
う時間が残されている。 

                                  松江 李穂（本展企画者、キュレーター)

ごあいさつ 

「アーティスト・プロジェクト#2.0」は、現在活躍中のアー
ティストを紹介するプログラムです。髙橋銑は東京藝術大
学大学院で彫刻を専攻し、現代美術の分野で活躍するかた
わら、彫刻作品の保存修復にも携わってきました。近年で
は、保存修復の仕事のなかで培われた美術作品への洞察を
起点に、作品の永続性や、作品の保存に関わる制度そのも
のを批評的に問う試みを展開しています。髙橋の作品に
は、飴や香油、膠など可変性のある素材がしばしば用いら
れます。それらは、物質の一過性を体現すると同時に、物
質が失われてもなお「存在」が残り続けることを示唆して
います。インスタレーション、映像、立体など表現形式は
多岐にわたっていますが、髙橋は一貫して、物理的な「終
焉」の先にある美術作品の「生」を想像しようとします。 

本展覧会は「Cast and Rot」シリーズ（2階展示室）と
《Twins》（地下1階センター・ホール）のふたつの展示に
よって構成されています。「Cast and Rot」は、ブロンズ
彫刻の保存技法をそのままニンジンに適用したシリーズで
す。ブロンズは堅牢な素材として知られていますが、それで
も、酸化や腐食などさまざまなダメージに晒されているた
め、一般的に洗浄・乾燥・ワックス塗布などの処置が施さ
れます。土のなかで成長し（「Cast（鋳造・成型）」）、
その後「Rot（腐敗）」していくニンジンに、上記の処置を
繰り返し施した本作は、不可逆的に進行する物質の劣化を
あらわにし、私たちに美術作品の「死」を連想させます。
一方で、乾燥してシワだらけになったニンジンは、髙橋が
処置に要した工程と時間を示すものでもあります。ここで
は、作品の劣化に介入する「保存修復」の営為そのものが
前景化されています。《Twins》は、2つの人体彫刻がモー
ターによって交互に上下運動を繰り返す作品です。「Twins
（双子）」と題された同寸の2体は、機械仕掛けによってぶ
つかり合い、摩耗しながら、ゆるやかに消滅へと向かって
いきます。美術作品の物理的な消失は、果たして「死」た
りうるのでしょうか？ 

美術作品の「生」を捉えようとする実践は、目の前の作品
が「物質」でしかないことを逆説的に示しています。保存
修復に携わる髙橋にとって、劣化の進んだ美術作品は残す
か否かをシビアに判断する対象でもあるのです。それでも
なお、髙橋は「またいきる」存在として作品を見届けよう
とします。作品を「つくる」アーティストでありながら、作
品を「なおす」髙橋は、美術作品をめぐる人間の営為その
ものを問い続けています。

メメント・モリ 

美術作品の死とは、一体どのようなものだろうか。アー
ティストの髙橋銑はその問いに対して、作品だったものが
単なる素材へと戻る瞬間が作品の死なのかもしれない、
と答える。それは、とある理由から金銭と引き換えにブ
ロンズの塊へと変わってしまった、一人の作家の作品の
顛末を目の当たりにした過去の経験に由来するという。 

本展に出品されている「Cast and Rot」シリーズは、ブ
ロンズ彫刻の保存修復と同様の処置を施したニンジン
と、髙橋の他の作品の端材や木材、拾ってきた石材等か
ら成り立つアッサンブラージュ 作品である。ニンジンは
防腐処理がなければ一般的な植物と同様、自然と腐り朽
ちていく。しかし作家の手によってニンジンの物質的な
死は保留され、引き延ばされた生は、寄せ集められたい
くつかの他の素材とともに一つの作品としての時を刻み
直している。 

一方《Twins》は、機械で動く二体の人体彫刻作品であ
る。モーターの仕掛けによりワイヤーが下がるとだらり
と倒れ込み、そして再び立ち上がる動きを交互に繰り返
す様は、死と再生のイメージに重なり合う。またこの作
品は、作家が自ら作成した一つの集成材から二体分の各
身体パーツが作られている。二体の作品の木材部分に目
を向けると、互いに共通の木目模様を鏡合わせの位置に
見ることができ、まさにこの二体は作品タイトル通り双
子のような（更に指摘するならミラー・ツインのよう
な）存在と言える。しかしなぜこれらは双子なのだろう
か。 

そもそも生物の個体の死は、生物が雄と雌に別れて有性
生殖を行うようになり、それぞれの個体に遺伝子的固有
性が生じたことが起源とされている 。《Twins》は一つ
の木から単細胞分裂のように分かれた存在であり、雌雄
のない無性別な個体であるように見える。つまり、作品
として同じ情報を持つ二体にとっては、片方の死は真の
死ではない。それゆえに何度倒れても立ち上がり、繰り
返し息を吹き返す。 

そしてまた、雌雄をもたず（有性）生殖の回路を切り離
されている二体は、マルセル・デュシャンの 《彼女の独
身者たちによって裸にされた花嫁、さえも》（通称「大
ガラス」）

1 アッサンブラージュとは、仏語で「寄せ集め」や「組み合わせ」を意味し、日用 
   品や自然物、廃物など様々な立体物を組み合わせコラージュする技法を指す。 

2 高木由臣『有性生殖論「性」と「死」はなぜ生まれたのか』NHKブックス、 
   2014年
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（作品の）死を忘れることなかれ

（1915-1923年）における独身者の姿を想起さ


